
（データ連携基盤
管理者）

⑥データ登録

④カタログサイトに登録 データ利用者
（サービス提供者）

データを利活用する
サービスアプリ等

⑦データ検索

⑧開発・サービス提供

⑩サービス利用

⑨データ取得

サービス利用者（市民等）

データを登録する側

コンテキスト管理
（Orion）

オープンデータカタログサイト

（CKAN）

データを利活用する側

【データを登録する側】（熊谷市）
① データ提供者（主に熊谷市）からデータが提供される
② 提供ファイルの内容や形式等によるタイプ判定を行う

→判定１（オープンデータとして汎用的な公開が適する場合）
③ データを既存公開サイトへ登録する

→判定２（スマートシティとして活用が見込まれる場合）
④ オープンデータポータルサイト(CKAN)へカタログ登録する
⑤ データをNGSI形式（機械で読み取り易い標準データ）へ変換する
⑥ NGSI形式に変換したデータをオープンデータ基盤の
コンテキスト管理（Orion）に登録する

【データを利活用する側】（事業者等）
⑦ サービスを検討しているデータ利用者が登録データを検索する
⑧ サービスに活用できるデータを見つけ、サービスを開発する
⑨ 利用者がコンテキスト管理からデータを取得し利活用する
⑩ 市民の利用者にサービスが利用される

データ提供者（主に熊谷市）

CSV

NGSI

①データ提供

市HP
オープンデータセット

行政
データ

③データ登録（２）

CSV

CSV
Shape
kml

③データ登録（１）
くまっぷ

埼玉県オープンデータ
ポータルサイト

CSV
Xlsx
pdf

⑤データ
変換

スマートシティ

デジタル推進課

政策調査課

②タイプ判定・形式管理等
（システム実装委員会等で検討）

政策調査課

デジタル推進課

（従来型オープンデータ管理者）

オープンデータ基盤を活用したデータ利活用の流れ

CSV

どんなオープンデータがあるの
か見てみよう

※データ連携基盤整備委託事業者
（NEC）作成資料を加工

使えるデータ
があったから
うちのシステ
ムで活用しよ
う！

取得にあたっては熊谷市に申請が必要

令和5年度中にOrionに
登録するデータセット

・文化施設

・観光施設

・文化財一覧

・イベント

データ利活用基盤サービス


